
○アンカー方式の定着部の反力（第４章）

◯補助手すり（第６章）

○「景観に配慮した道路付属物ガイドライン」
　平成29年10月（第７章）

○定着部の施工（第７章）

○高欄（SP種）設計計算例（付録）

○落下物防止柵設計計算例（付録）
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１．防護柵について

２．高欄について

３．今後の展開

○適用範囲（第１章）

○材料（第２章）

○アルミニウム合金材の許容応力度（第３章）

ta
B= min

2.2
0.2

1.85( )
ta

○鋼材及びステンレス鋼材の許容応力度（第３章）

○種別ＳＰの設計（第３章）

◯たわみ性防護柵の車両の受ける加速度（第４章）

◯たわみ性防護柵の車両の最大進入行程（第４章）

高欄・防護柵の変遷と土木製品開発委員会への期待 アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領の改訂
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